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成果物の公表予定、
社会への波及効果

　これらの研究は2025年12月に行われるヤングセラミストミーティングおよ
び2026年3月に行われるセラミックス協会、5月に行われるセメント技術大会
にて学会発表を行っていく予定です。また、今年度中にWOS論文に成果をまと
めて公表を目指していきます。
　革新的な低炭素型セメント系材料の開発に向けた研究を行うことで、建築物
やインフラ構造物への幅広い技術の応用が可能となり、社会全体のCO2排出
量削減に大きく貢献すると考えられます。
　これらはSDGs目標である4番(質の高い教育をみんなに)、9番(産業と技術
革新の基盤をつくろう)、11番(住み続けられるまちづくりを)、12番(つくる責
任　つかう責任)、13番(気候変動に具体的な対策を)に関連し、俯瞰的かつ総
合的な視点から持続可能な社会構築の実現に波及効果をもたらすことが期待
されます。

チームサスセム

藤谷　敬太

所属人数 ２名

達成に資するSDGｓ目標

４　質の高い教育をみんなに
９　産業と技術革新の基盤をつくろう
１１　住み続けられるまちづくりを
１２　つくる責任つかう責任
１３　気候変動に具体的な対策を

活動概要

　地球温暖化が世界規模で深刻化しており、気候変動への対策が国際的に求め
られている中で、セメント産業では温室効果ガスの1つであるCO2の排出量削
減が急務の課題となっています。
　セメントの主原料であるクリンカは、製造の際に多量のCO2が発生するため、
その対策として、クリンカの一部に、産業副産物である高炉スラグ微粉末を多
量に置換したセメントの利用が挙げられています。
　さらに近年では、セメントにCO2を強制的に吸収・固定化させる技術も注目
されており、私たちは、両者を組み合わせることにより革新的な低炭素型セメ
ント系材料の開発に向けた研究を行っています。
　この研究を進めていくことで、環境負荷の低減や資源循環型社会の構築につ
ながり、持続可能な社会構築の実現に貢献できると考えられます。


